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1. はじめに 
いわゆる「青い目をしている」型構文のような属性を表す「する」や、「熱で赤い顔を
している」のような状態を表す表現は、韓国語の「hada」構文にも見受けられる。 
 
（1）【日本語】 集団の内側から色白で切れ長の目をした男が進みでた。〔OB5X_00123〕
     【韓国語】 du saram-‘yn  ddoggat-‘i     narssinha-n             mommai-ryr  ha-go‘iss-‘ess-da. 
                       二 人-TOP          同じだ-ADLZ   すらっとする-ATTR   体つき-ACC    する-CONT-PST-IND 
                    “二人は同様にすらっとした体つきをしていた。”   〔BEXX0007〕 
 
（2）【日本語】 彼女は泣き腫らした赤い眼をしていた。       〔OB3X_00154〕 
【韓国語】‘ur-‘ese        tungtung   bu-‘yn                 nun-‘yr   ha-gonyn  
               泣く-CVB    ぶくぶく     腫れる-ATTR.PST     眼-ACC     する-CVB.PRF 
jejjog-‘yro   dor-‘a    ga-ss-da.                〔BEXX0026〕 
              向こう-ALL   回る-CVB  行く-PST-IND 
                   “泣いてぶくぶく腫れた眼をしては向こう側へ回って行った。” 
 
上記の（1）では主体が本来的に備えている属性1 を表しており、（2）では主体の一時的
な状態を他動詞文で表している。本稿では、このような属性や状態を表す「する」構文と
韓国語の「hada」構文を対象に、これらが実現される際の、意味的・統語的特徴とともに、
両構文の使用傾向に見られる共通点と相違点を明らかにする。なお、ハングルのローマ字
                                                   
1 現代日本語学の文の類型に関する研究は、佐久間鼎（1941）、三上章（1953）等を中心に注目を集めて
きたが、近年、その流れを受けて益岡隆志（1987, 2008）、影山太郎（2008）等によって活発に行われて
いる。益岡隆志（2008: 3-15）は、叙述の様式として「対象の属性を叙述するタイプ」と「出来事を叙述
するタイプ」を区別し、それぞれ「属性叙述（Property Predication）」「事象叙述（Event Predication）」と名
付けている。「属性叙述」は「構造的には、対象を表示する部分と属性を表示する部分という 2 つの部分
で構成される」と述べ、「文のレベルでは基本的に「主題 + 解説」という有題文の形で表される」と記し
ている。一方、「事象叙述」は、「個々のイベントを表す動詞（動詞述語）を主要部とし、それに補足語（項）
と修飾語（付加語）が従属部として加わる」と述べ、「時空間性を志向する」という特徴を持つという。
益岡隆志（2008: 9）は、「属性のタイプ」を「内在的属性」と「非内在的属性」に分け、さらに下位分類
を行っている。 
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表記は、河野六郎（1947）に倣っており、韓国語の日本語訳及びグロスは筆者による。 
 
2. 先行研究 
属性や状態を表す「する」に関して論じている研究には、角田太作（1991）、澤田浩子
（2001）2 、佐藤琢三（2003）、影山太郎（2004, 2010）がある。以下の 2.1～2.3 では、角
田太作（1991）、佐藤琢三（2003）、影山太郎（2010）の指摘をまとめ、2.4 では韓国語
の「hada」に関する先行研究について取り上げる。 
 
2.1. 角田太作（1991; 2009） 
角田太作（1991; 2009: 146）には、「明るい性格をしている」のような表現における「す
る」は、「野球をする」等の「する」と違い、所有を表すという言及がある。所有を表す「す
る」は、所有物名詞として、「所有傾斜」3 の上位に位置づけられている「身体部分」「属
性」のみを取り、「ネクタイをする」のような「着用する」の意味を表す場合と区別される
が、連続体を成すという。角田太作（1991; 2009: 147-148）で述べられている静的な意味を
表す「する」のタイプを以下にまとめる： 
 
表 1. 静的な意味を表す「する」動詞 
 
テンス・アスペクト 
に関する制限 動作／状態 
N1 と N2
の関係 
修飾語 
言い切り 連体修飾 
①明るい性格をする 
*した 
*する 
していた 
している 
した 
*する 
していた 
している 
状態のみ 全体・部分 必要 
②怖い顔をする 
した 
する 
していた 
している 
した 
する 
していた 
している 
動作 
または 
状態 
全体・部分 必要 
③ネクタイをする 
した 
する 
していた 
している 
した 
する 
していた 
している 
動作 
または 
状態 
？ 不要 
 
2.2. 佐藤琢三（2003） 
佐藤琢三（2003）は、日本語の「青い目をしている」型構文について「対象の根源的属
                                                   
2 澤田浩子（2001: 51）は、対格名詞句が誰にでもあるとは限らない非普通所有物であっても問題とする
構文が成り立つ例として、「彼女は魅力的なほくろをしている」という文を取り上げ、「存在が前提にな
っている所有物」の修飾要素の有標性こそが重要であると見なしている。 
3 角田太作（1991）では、所有に関わる文法現象が起こりやすい順に所有物の種類を階層的に表したもの
を「所有傾斜（Possession Cline）」と呼んでいる。所有物の分類と位置づけは「身体部分 ＞ 属性 ＞ 衣
類 ＞（親族）＞ 愛玩動物 ＞ 作品 ＞ その他の所有物」のように提示されている。 
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性4 の叙述を旨とするものである」と述べ、この構文の特徴を以下のように説いている。 
 
 この構文は述語に意味的な特定性がないことが特徴的である。述語には X（属性の持ち主）と Y（属性）
の 2 つの項をとり、しかも意味的に透明な（動作のあり方などが特定化されていない）語彙がふさわしい。
…（中略）この構文における X と Y は常に一体といってもよい非常に強い同一性を有しており、この同
一性こそが通常の文における述語動詞の実質的意味にかわって、われわれにXとYの関係性を了解させ、 
文の意味を成り立たせている。このような事情が根源的属性という意味的特徴が要求される理由であると
思われる。                               （佐藤琢三 2003: 33） 
 
2.3. 影山太郎（2010） 
影山太郎（2010）によると、「青い目をしている」型構文は、「主語（人間）の身体的
属性を表し、そのため、「今だけ」や「近ごろ」といった短期間の継続を表す時間副詞と
は相容れない」という。さらに、このように主語の恒常的な「属性」を叙述する場合は、
「青い目」を「目が青い」のように、「名詞修飾構造」を「叙述構造」で言い換えること
が可能であると説いている。一方、「ふくれっ面をしている」のような「一時的な状態や
動作を表す場合は名詞修飾から主述関係への反転が起こらない（影山太郎 2010: 14）」と
述べ、以下の例を提示している： 
（3） a.   彼は近ごろふくれっ面をしている。 
*彼は面がふくれだ／ふくれている。 
b.  子供はその時だけ泣き顔をしていた。 
*子供は顔が泣きだった／泣いていた。                  
 
2.4. 韓国語の「hada」に関する研究 
韓国語の「hada」に関する研究は数多くあるものの、複合動詞、補助動詞もしくは接尾
辞といった「-hada」の形態論的位置づけ5 をはじめ、いわゆる動名詞やヴォイスに関わる
用法について論じている研究6 が主流である。他方、翻訳テクストにおける「する」と「hada」
                                                   
4 佐藤琢三（2003: 31）は、「根源的属性」を「対象 X が X として成り立つ以上は常に有される X の内在
的な属性であり、X の成立後に外的に付与される可能性はないものである」と定義している。ちなみに、
ここでいう「X の内在的な属性」は角田太作（1991）の「普通所有物」と一致しない。佐藤琢三（2003: 25）
は「普通所有物」であっても「青い目をしている」型構文を成り立たせない例として「*太郎は、｛昭和
生まれの男性という属性／誰もが尊敬してやまない人格／皆から好かれる人柄｝をしている。」を取り上
げ、「属性、人格、人柄」は「単に社会的に（つまり外的に）与えられるラベルであり、その人自身にと
っての内在的な特徴とはいえない。（佐藤琢三 2003: 27）」と解いている。 
5 주시경（1910）、박승빈（1935）、최현배（1937） は形態論的位置づけを試みた研究であり、서정수（1986）、
박종호（2010）、유경민（2010）は複合語における「-hada」について論じている。 
6 日本語と韓国語の対照研究を見ると、漢語動詞における「する」とそれに相当する韓国語の「hada」に
ついて考察している安平鎬・張根壽（2001）の他、生越直樹（1982），都恩珍・黄情児（2007）等は「hada」
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の対応構造を包括的に取り扱っている研究としては、安秉杰（2004）と金恩愛（2007）が
挙げられる。 
安秉杰（2004: 126）では、「分離不可能所有の「する」と韓国語の対応表現」として、
以下のような対訳の例を挙げている： 
 
（4） a. 三十五歳前後のやせ型の男で、鋭い目つきをしていた。〔人民は弱し、官史は強し〕 
b. 35sei jenhu-‘yi mary-n hieng-‘yi namja-ro, narkaro-‘un nunmai-ryr 
35 歳 前後-POSS やせた-ATTR 型-POSS 男-INST 鋭い-ATTR    目つき-ACC 
 
 ha-go‘iss-‘ess-da. 
する-CONT-PST-IND 
 
 
（5） a. どうしたの皆さん。そんなに憂鬱そうな顔をして―― 〔風に吹かれて〕 
b. ‘oai gyrai? modu-dyr. gyre-n ‘u‘u‘rha-n  dysha-n   ‘ergur-‘yr hago 
なぜ そうだ.Q 皆-PL そうだ-ATTR 憂鬱だ-ATTR ようだ-ATTR  顔-ACC    する-CVB 
 
 
上記のタイプに関する説明（安秉杰 2004: 125,128）を見ると、対格名詞は「通常連体修 
飾を受けて「～をする」と「-ryr hada」7 構文に現れるのが特徴である」と記し、「韓国語
では他の特定の動詞を用いて表した方が自然である」8 と述べている。 
金恩愛（2007: 25）は、日本語の「きれいな顔をしている」「青い顔をしていた」などの
例を挙げ、韓国語の対訳テクストでは「 ‘ergur‘i ‘iebbyda（顔がきれいだ）」「 ‘ergur‘i 
cangbaighaissda（顔が青白かった）」のような構造で現れていると指摘し、これらを「名詞
部分のみ一致する非対称構造」と見なしている。 
両研究ともこのタイプについての説明は上述の部分のみであり、これ以上の深い考察は
行っていない。 
 
3. コーパスと考察の範囲について 
日本語の用例は、「現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）」を利用し、「ベストセ
ラー」の「文学」ジャンルに絞って、対格名詞句を伴っている「する」を検索した結果、
3,648 例が得られた。韓国語は、全体で 1,000 万文節規模の「21 世紀世宗計画現代国語均
衡コーパス（KNC）」を用い、その中の 200 万文節規模の文学ジャンル「imaginar」から用
例を収集した。得られた「-ryr hada」の例は 10,100 例である。 
本稿における考察の範囲については、まず、「思いをする／思う」「考えをする／考える」
                                                                                                                                                     
のヴォイスの問題に注目している。 
7 韓国語の対格助詞-‘yr（子音の後）と-ryr （母音の後）を「-ryr」で代表し、「-ryr hada （～をする）」と
記す。 
8「白い肌をしている」に対応する韓国語として、同じ形の「ha‘ia-n pibu-ryr ha-go ‘iss-nei（白い肌をして
いるね）」の他、「pibu-ga hyi-nei（肌が白いね）」（安秉杰 2004: 128） を挙げ、後者の方が自然であると記
している。 
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のような、「機能動詞結合」9 と交替可能な動詞がある結合は考察対象に含めない。次に、
「する」と「hada」が「指輪をする」「neigta‘iryr hada（ネクタイをする）」のごとく、着衣
動詞の働きをしているものも対象から外す。これらは主語と目的語の間に見られる意味的
な関係が分離可能であり、連体修飾による限定が義務的ではない点で本稿で問題とするも
のと区別される。他に、日本語における「連体修飾＋歩き方／笑い方＋をする」類は、韓
国語では「NP-ryr hada」で表せず、「-gei（副詞形接尾辞）＋gedda（歩く）／‘usda（笑う）」
のような構造が対応する。10 これらも考察範囲に含めない。以下、各用例の末尾にコーパ
ス上のファイル番号を付しておく。 
 
4. 考察 
4.1.「する」と「hada」による属性・状態の叙述 
主語と目的語の間に見られる意味的な関係が分離不可能であり、連体修飾による限定が
義務的である「NP をする」構文を整理してみると、概ね次のような特徴を持つ。ちなみ 
に、表 2 の X は「する」構文の主語を指す。 
表 2. 属性や状態を表す「NP をする」型構文 
  X の 
意味役割 
時間性 
{その時／最近} 
動作性 
{しながら／しろ} 
措定文への 
言い換え 
Ⅰ 悲しい顔をしている 
 動作主／ 
感情主  
○ ○ × 
Ⅱ 
(恐怖で) 
青白い顔をしている 
対象 ○ × X は顔が青白い 
Ⅲ 短い髪をしている 対象 △ × X は髪が短い 
Ⅳ 細い指をしている 対象 × × X は指が細い 
 
表 2 の（Ⅰ）の「悲しい顔をしている」のような、表情を表す場合は連体修飾語である
形容詞11 の性質、すなわち、感情形容詞であるか性状形容詞であるかによって該当の構文
の解釈が曖昧なところがある。ここでは形容詞の特徴については深く立ち入らないが、（Ⅰ）
の場合は「する」の形態的なふるまいを見ると、「する。／した。／していたい。／され、
／しながら、／しなくなった」などの形を取り、動作性が際立つ点で（Ⅱ）（Ⅲ）の静的事
                                                   
9 韓国語においては菅野裕臣（1981）の「分離用言」に相当するものである。村木新次郎（1991: 203-204）
は、「機能動詞」を「実質的な意味を名詞にあずけて、みずからはもっぱら文法的な機能をはたす動詞」
と定義し、機能動詞と名詞とのむすびつきを「機能動詞結合」と呼んでいる。 
10 金恩愛（2007: 27）は、このタイプを対応する複合名詞の非在による「非対称構造」として提示してい
る。 
11 国立国語研究所（1972: 21-27）は、「客観的な性質・状態」を表す類を「属性形容詞」と呼び、「主観的
な感覚・感情」を表す類を「感情形容詞」として区別している。韓国語の形容詞に関しては、유현경（1998）
が「客観形容詞」と「主観形容詞」を区別している。 
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象や（Ⅳ）の内在的属性と区別されると思われる。12 
（Ⅱ）（Ⅲ）（Ⅳ）で表される事柄も、時間的に変動する可能性があるか否か13、場面性14 
を持つか否かによって区別される。ところが、（Ⅱ）～（Ⅳ）における「X は Y をする」
で表す意味からすると、「主語の指示対象 X または指示対象の部分 Xx（対格名詞）は、特
徴 Y（連体修飾が示す事柄）である」という意味に他ならず、「有題文」すなわち「措定文」
への言い換えが可能である点に注目すべきである。「措定文（predicational sentence）」とは、
西山祐司（2003: 123）によると、「A で指示される指示対象について、B で表示する属性を
帰す」と規定される「A は B だ」のコピュラ文のことである。西山祐司（2003: 128）は、
「「A は B（だ）」における B の位置には名詞以外に、形容詞や形容動詞が現れることも珍
しくない」と指摘し、その例として「彼は彼女より背が高い」「今日の海は静かだ」などの
例を挙げている。という観点からすると、表 2 の（Ⅱ）～（Ⅳ）の「する」構文は、形式
の上では他動詞文であるものの、意味的には「主語が指示する指示対象に対して、対格名 
詞句で表示する属性を帰す」といった措定であると考えられる。 
表 2 で示した属性・状態の叙述は、韓国語の「hada」構文にも見受けられる。表 2 の（Ⅱ）
～（Ⅳ）に対応する韓国語の例を以下に挙げておく。15 ちなみに、「≈」は意味的に等価で
あることを示す。 
 
（6） 韓国語の「NP-ryr hada」型の属性叙述    
Ⅱ. gy-nyn  cangbaig-han  ‘ergur-‘yr  ha-go ‘iss-da. 
彼-TOP   青白い-ATTR     顔-ACC    する-CONT-IND    “彼は青白い顔をしている。” 
≈ gy-nyn  ‘ergur-‘i    cangbaigha-da. 
彼-TOP   顔-NOM 青白い-IND                    “彼は顔が青白い。” 
Ⅲ. gynie-nyn   jjarb-‘yn    meri-ryr  ha-go ‘iss-da. 
        彼女-TOP   短い-ATTR  髪-ACC する-CONT-IND    “彼女は短い髪をしている。” 
≈ gynie-nyn  meri-ga  jjarb-da.   
彼女-TOP  髪-NOM  短い-IND                   “彼女は髪が短い。” 
Ⅳ. gyges-‘yn  hoarieha-n    saig-‘yr  ha-go ‘iss-da. 
       それ-TOP  派手だ-ATTR 色-ACC   する-CONT-IND  “それは派手な色をしている。” 
≈ gyges-‘yn   saig-‘i    hoarieha-da. 
           それ-TOP     色-NOM  派手だ-IND                       “それは色が派手だ。” 
                                                   
12（Ⅰ）のような表情を表す構文の使用率を見ると、「する」は全体 3,648 例の中 236 例（6.5%）である一
方、韓国語の「hada」は全体 10,100 例の中 92 例（0.9%）現れ、日本語における使用頻度が韓国語におけ
る使用頻度のおよそ 7 倍に達している。 
13 影山太郎（2008: 27）は、「今だけ」や「ふだんは」を付けることができる「時間的に変動する可能性
のあるもの」と「本質的な属性」を区別している。 
14 Carlson（1980）、Krifka et al.（1995）、影山太郎（2008）によると、「状態叙述」は「個体レベル叙述
（Individual-level predicates）」と「場面レベル叙述（Stage-level predicates）」に分類される。 
15 末尾にファイル番号がないものは作例である。ちなみに、作例は基本的に実例を簡略化する形にして
おり、筆者以外の母語話者にも確認を受けている。 
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日本語と韓国語のそれぞれのコーパスを用い、「する」と「hada」が属性や状態を表して
いる例を取り出してみると、表 3 のような割合を示している。 
 
表 3.「NP をする」と「NP-ryr hada」 
 属性・状態 全体 
NP をする 147 例(4.0%) 3,648 例(100%) 
NP-ryr hada 112 例(1.1%) 10,100 例(100%) 
 
以下では、対格名詞句と動詞の実現形に注目しながら〈内在的属性〉について（4.2 節）
考察した後、一時的な事柄もしくは時間によって可変的な事柄を表す〈状態〉の小分類と
それぞれの特徴（4.3 節）について見ていく。 
 
4.2. 内在的属性 
4.2.1. 対格名詞句について 
「NP をする」と「NP-ryr hada」で表された〈内在的属性〉と〈状態〉に当てはまる例の
割合は表 4 の通りである。 
 
表 4. 属性・状態を表す「NP をする」と「NP-ryr hada」 
 内在的属性 状態 計 
NP をする 92 例(62.6%) 55 例(37.4%) 147 例(100%) 
NP-ryr hada 39 例(34.8%) 73 例(65.2%) 112 例(100%) 
 
〈内在的属性〉において、対格名詞が伴っている連体修飾語または連体修飾節に注目す
ると、まず、日本語の「する」構文では、「細い、大きい、いい、美しい」など、事物の性
状に関する見かけからの判断を表す形容詞が極めて多い。 
 
（7） しかし君はきれいで上品な顔をしているから、落ちついて女らしいのがいい。 
 〔OB3X_00036〕 
 
動詞の修飾を受けているものも 7 例現れたが、「大山に似た顔」「ボクサーのように折れ
曲がった鼻」「引き締まった体つき」などすべて「固定的な状態」16 を表すものである。
形容詞・動詞類に次いで「少年の貌立ち」「女のヒトの形」のような属格名詞句や、「能面
のような顔」「血のような色」などの比況を表す助動詞「～ようだ」の修飾を受けている例
が目立つ。これらは両方とも「比況」による特徴づけであるといえよう。例えば（8）の「ポ
ークパイの形をした紫の帽子」が表す意味は、「その帽子の形がたとえるとポークパイのよ
                                                   
16 金田一春彦（1950）は固定的な状態を表す動詞類を第四類の動詞と称し、その例として「曲がってい
る、ずばぬけている」などを挙げている。 
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うだ」ということであり、「ポークパイのような形をした紫の帽子」に言い換えても表そう
とする意味に違いは生じない。 
 
（8） ポークパイの形をした紫の帽子を被っている。〔OB6X_00069〕 
（9） 猛禽類のような顔つきをしたウェイターがすかさず背後にやってきて、… 
〔OB5X_00228〕 
 
他方、修飾語を伴っていない例も見出されるが、これらはすべて「肌色、レンガ色、下
り眉」といった複合語が対格名詞として現れているという特徴を持つ。 
 
（10） 湖の青い湖面が広がり、レンガ色をした家々の屋根が、日差しに映えていた。     
〔OB5X_00239〕 
 
さらに、「繊細そうな顔、聡明そうな顔」といった、話し手の推量を表す助動詞「～そ
うだ」の修飾を受けている例も見受けられる。この場合は、「顔が繊細だ／顔が聡明だ」と
はいえず、「X は繊細そうだ／X は聡明そうだ」のように捉えられる。すなわち、対格名詞
である「顔」の性質や特徴を表しているのではなく、主語が示す指示対象の性質を話し手
の推測によって特徴付けているといえる。 
次に、韓国語の「hada」構文に目を向けると、「saram-‘yi hiengsang（人の形状）、sai-‘yi mosyb
（鳥の姿）、simjang mo‘iang（心臓の模様）」のような、名詞句によって修飾を受けている
例が最も多い。 
 
（11）  tyghi somssi-ryr nai-se ‘iebby-go gob-gei gyri-ndago gyi-n 
特に 腕前-ACC 出す-CVB きれいだ-CVB 美しい-ADLZ 描く-CVB 描く-ATTR.PST 
 
 hainang sin-‘yn cenie-‘yi  mosyb-‘yr ha-go‘iss-‘ess-da. 〔BEXX0022〕 
ヘナン 神-TOP 乙女-POSS 姿-ACC する-CONT-PST-IND  
 
 “特に腕前を振るってきれいに描こうとして描いたヘナン神は乙女の姿をしていた。” 
名詞句に次いで形容詞が比較的高い割合を示しているが、現れた語彙を見ると
「narssinhan（すらっとした）、gin（長い）、ggamujabjabhan（黒い）」などの性状形容詞が 
ほとんどであり、「する」構文の場合の形容詞による修飾と同じ傾向を示す。 
 
（12）  gynie-nyn ‘isibdai jungban-‘yro bo‘i-nyndei daidanhi joh-‘yn    mommai-ryr 
彼女-TOP 二十代 半ば-INST 見える-CVB とても いい-ATTR 体つき-ACC 
 
 ha-go‘iss-‘ess-da. 〔BEXX0007〕 
する-CONT-PST-IND.  
 
 “彼女は二十代半ばに見えるがとてもいい体つきをしていた。” 
1 例のみが「hiem‘o-syre‘un（嫌悪-ADJ）」といった感情を表す形容詞であるが、感情主が
話し手であり、主語が示す指示対象に対する話し手の評価である点で、性状形容詞の場合
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と通じるところがある。 
 
（13）  je hiem‘osyre‘u-n    ‘ergur-‘yr ha-n jagja-ga nai ‘abeji-ran 
あの 憎たらしい-ATTR  顔-ACC する-ATTR.PST 人-NOM 私.POSS 父-QUOT 
 
 mar-‘i-nga 〔BEXX0001〕 
話-COP-MOD.Q  
 
 “あの憎たらしい顔をした人が私の父であるというのか。” 
ちなみに韓国語においては動詞の修飾を受けている例は現れていないが、日本語と同様、
固定的な状態を表す意味で「jjij-‘eji-n nun（裂く-PASS-PST 目）」のように言い表すことは可
能である。さらに、「‘iren nacjjag（こんな顔）、gy ggor（その姿）」など、対格名詞が指示
詞の修飾を受けているものも見受けられる。ただし、これらの指示詞は文脈から「このよ
うな（見っともない）顔」「このような（障害のある）姿」という意味で用いられており、
純然たる指示的な機能を果たしているとはいえない。 
 
（14）  gy-dyr-‘yn gy   ggor-‘yr hai-gaj-gosenyn dojehi jengsang‘in-dyr-‘yi 
彼-PL-TOP その 格好-ACC する.CVB-持つ-CVB.PRF とうてい 正常人-PL-POSS 
 
 sahoi-‘eise sar-suga‘ebs-nyn ges-‘ida. 〔BEXX0020〕 
社会-LOC 生きる-IMPSS.ATTR こと-COP.IND  
 
 “彼らはその格好をしては決して正常人の社会で生きていくことはできないのだ。” 
 
以上で見てきた〈内在的属性〉を表す際の連体修飾要素の内訳を以下に示す： 
 
表 5.「する」：内在的属性                 表 6.「hada」：内在的属性 
連体修飾 頻度 %      連体修飾 頻度 % 
形容詞・動詞 
性状 60 
65.2% 
 
名詞句 18 46.1% 
感情 0 
名詞句 11 11.9% 
 
形容詞 
性状 13 
35.9% 
 感情 1 
比況助動詞（～ような） 11 11.9%  指示詞 4 10.3% 
疑問詞（どんな） 4 4.3%  疑問詞（‘edden） 2 5.1% 
推量助動詞（～そうな） 3 3.3%  比況形容詞
17（-gat‘yn） 1 2.6% 
無し 3 3.3%     
計 92 100%  計 39 100% 
 
次に、「する」構文における対格名詞の語彙に注目すると、概ね〈身体〉、〈身体や人間
に関わる抽象的事柄〉、〈事物に関わる抽象的事柄〉に分類される。このような限られた語
彙をとる傾向は韓国語の「hada」に関しても同様である。以下に対格名詞として実現され
                                                   
17 日本語の「比況」を表す助動詞「～ようだ／～みたいだ」に相当する「-gatda」は韓国語において形容
詞として分類される。 
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た語彙とともに代表的な用例を挙げる。 
 
〈身体〉 
日本語：顔、目、体、身態、歯、頭、鼻、髪、指 
韓国語：‘ergur（顔）、nacjjag（面）、nac（顔）、nun（目）、‘ibsur（唇）、 
                  heri（腰）、gasym（胸）、gungdung‘i（お尻）、mom（体）、meri（頭） 
 
（15） ハンサムで背が高く、知的で輝く黒い目をした好青年であった。   〔OB4X_00078〕 
（16）  gy jungsaing-‘yn gureng‘i-‘yi  mom-‘yr ha-go‘iss-‘ess-sybnida. 〔BEXX0019〕 
その 衆生-TOP 青大将-POSS 体-ACC する-CONT-PST-HON.IND  
 
 “その衆生は青大将の体をしていました。” 
〈身体や人間に関わる抽象的事柄〉 
日本語：顔立ち、体付き、体格、体型、年齢、姿 
韓国語：mommai（体付き）、mosyb（姿）、sang（顔付）、morgor（格好）、‘ergurbic（顔色）、
                na‘i（歳） 
 
（17） メガネに口髭をたくわえ、堂々たる体格をした“快男児”といった印象の、四十代 
後半の…  〔OB5X_00146〕 
（18）  du saram-‘yn ddoggat-‘i narssinha-n        mommai-ryr ha-go‘iss-‘ess-da. 
二 人-TOP 同じ-ADLZ ほっそりする-ATTR 体つき-ACC する-CONT-PST-IND 
 
 “二人は同じくほっそりした体つきをしていた。”〔BEXX0007〕 
 
〈事物に関わる抽象的事柄〉 
日本語：形、色   韓国語：hiengcei(形体)、mo‘iang(模様) 
 
（19） カールした白髪に、ポークパイの形をした紫の帽子を被っている。〔OB6X_00069〕 
（20）  ‘iren punggien-dyr-yn badugpan mo‘iang-‘yr ha-go‘iss-nyn cangtyr-‘ei 
こんな 風景-PL-TOP 碁盤      模様-ACC する-CONT-ATTR 窓枠-LOC 
 
 ‘yihai guhoigdoi-‘eji-go‘iss-‘ess-da. 〔BEXX0007〕 
よって 区画される-PASS-CONT-PST-IND  
 
 “こんな風景は碁盤の模様をしている窓枠によって区画されていた。” 
コーパスの例を見る限りでは、「する」と「hada」のいずれも対格名詞としてとる語彙は、
おそらく視覚的な事柄、つまり見かけからわかる事柄を表す語彙であり、それ以外の語彙
は見当たらない。ところが、インターネット（http://ja.wikipedia.org）で検索してみると、
「誠実な性格／単純な性格／おとなしい性格」等「～性格をしている」の例も多く見出さ
れる。「性格」に比べると遥かに少ないものの、「正反対の性質をしている」や「よく似た
特徴をしている」といった例も現れている。 
一方、韓国語においては、「tygjing（特徴）」は使われていないが、「‘uhojeg‘in senggieg‘yr 
hago ‘issda（友好的な性格をしている）」「bicue bo‘inyn sengjir-‘yr hago ‘iss‘ymyro（透き通る
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性質をしている）」など「性格」「性質」に相当するものは僅かながら見受けられる。さら
に、韓国語のコーパスの用例に限ると「saig（色）」という語彙は現れていないが、インタ
ーネットの検索例を見ると以下のような例も少なからず現れている。 
 
（21）  gierhonsen-‘yn gir-go mienghoagha-go burg-‘yn  saig-‘yr ha-o‘iss-nyn 
結婚線-TOP 長い-CVB 明確だ-CVB 赤い-ATTR  色-ACC する-CONT 
 
 ges-‘i joh-‘yn sang-‘ida. 
もの-NOM いい-ATTR 相-COP.IND 
 
 “結婚線は長くてくっきりして赤い色をしているのがいい相である” 
以上のことから〈内在的属性〉を表すタイプの構文は、先行研究の指摘の通り、対格名
詞として身体部分や身体に関わる事柄を表す語彙が極めて多いといえよう。ただし、身体
部分もしくはそれに準じる分離不可能な関係にあるという条件さえ満たしていれば「する」
や「hada」で表せるかというと、必ずしもそうとは限らず、両言語とも個々の語彙によっ
て自然さや許容度に違いがあると思われる。 
 
4.2.2. 動詞の形態的特徴 
〈内在的属性〉を表す際の、「する」と「hada」の活用形に注目すると、「する」の場合
は、連体修飾において「した形」「している形」のみが現れている。特に「した形」が圧倒
的に多く使われていることが表 7 から見て取れる。 
 
表 7. 「する」の活用形18（内在的属性） 
叙述 頻度 % 連体修飾 頻度 % 
している 55 91.7% した 28 87.5% 
する 5 8.3% している 4 12.5% 
した 0 0% する 0 0% 
計 60 100% 計 32 100% 
 
叙述用法においては、「した形」は使われないという先行研究の指摘の通り、1 例も現れ
ていない。ほとんどの例（92%）は「している形」をとっているが、（23）のような「する
形」で現れている例も見受けられる。 
 
（22） 判事は、背が低く、やや太りすぎの体型をしていて、人をいつも疑っているような
鋭い目つきと、厳しい口もとの持ち主だ。〔OB4X_00268〕 
（23） 短い足に、豚のような小さい眼をして薄い唇にはいつも安物の葉巻をくわえている。 
〔OB4X_00018〕 
 
                                                   
18 終止形を含め、「し、して」などテ形・連用形を代表して「する形」と記す。「していて、してい、し
ており、していた」などは代表として「している」形と記す。 
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「する形」で現れている 5 例の中、（23）を除く 4 例はすべて「いい年齢をして」といった
慣用的な表現である。（23）は複数の事柄を並立的に表している場合であるが、用例分析に
基づくとこのような場合においても「している形」が使われるのが一般的である。 
一方、連体修飾においては、「している形」で現れた例を見ると、4 例の中 3 例は（25）
のように被修飾名詞として形式名詞が現れたもので、いわゆる「外の関係」を成している
点が注目される。 
 
（24） 夜、あたたかい色をした燈火を見て、人間の感じることって、みんな同じだと思う
わ。〔OB1X_00114〕 
（25） 次に譲る形をしているところから交譲葉とも書かれ、…〔OB3X_00169〕 
 
次の例はインターネットから検索された例であるが、（26）における「する形」の使用
は、主語「農業機械」が非指示的であることと関わっていると思われる。ただし、いずれ
にしても「する形」の使用は非常に限られている。 
 
（26） 農業機械が車両の形態をするのは、農作業の対象である大地や植物を移動させるこ
とができないので、機械のほうを移動させて目的の作業を行うより仕方がないからである。 
 
次に、韓国語の「hada」の活用形に目を向けると、表 8 のようになっている。 
 
表 8.「hada」 の活用形（内在的属性） 
叙述用法 頻度 % 連体修飾 頻度 % 
hago ‘issda（している） 16 64% han（した） 14 100% 
hai-gajida（する.CVB-持つ） 5 20% hanyn（する） 0 0% 
handa（する） 4 16% hago ‘issnyn（している） 0 0% 
haissda（した） 0 0%    
計 25 100% 計 14 100% 
 
まず、叙述用法の場合を取り上げると、hago ‘issda（している形）が最も多いところは日
本語と類似している。ところが、通常、完了を表す hai-gajida（する.CVB-持つ）が使われ
ている（28）のような例も見受けられる。 
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（27）  ba‘ui-nyn gyniang ‘ieny ba‘ui-‘i-ess-nyndei ‘ui-jjog-‘i saram-‘yi meri 
岩-TOP ただ 普通の 岩-COP-PST-CVB 上-方-NOM 人-POSS  頭 
 
 mo‘iang-‘yr ha-go‘iss-‘e ‘a‘i-nyn miryg ba‘ui-rago honja ‘irym-‘yr ji-‘ess-da. 
模様-ACC  する-CONT-CVB 子供-TOP 勒 岩-QUOT 独り 名前-ACC 作る-PST-IND 
 
 “岩はただの普通の岩だったが、上の方が人の頭の模様をしていて子供は弥勒岩と独
りで名前を作った。”〔BEXX0019〕 
（28）  sonja saiggi nac-‘yr  hai-gaji-go manura ‘ejjegu-hago ‘erigoang-‘yro… 
孫    やつ  顔-ACC  する.CVB-持つ-CVB 嫁 なんたら-QUOT 甘え-INST 
 
 “孫（のような）顔をして嫁だ何だって甘えることで…”〔AE000110〕 
上記の（28）を含め、「hai-gajida（する.CVB-持つ）」で現れた例は、すべて「hai-gajigo（す
る.CVB-持つ.CVB）」の形で副詞節を成していることが注目される。おそらく連体形や言い
切りの形で用いられることはないといって差し支えない。「hai-gajigo（する.CVB-持つ.CVB）」
に後続する主節の内容は「批判や文句」などの否定的評価であるということも特徴的であ
る。5 例の中 2 例は「gy ‘ergur-‘yr hago（その顔をして）」「gy na‘i-ryr hago（その歳をし
て）」という例であるが、これらは、対格助詞「-ryr」なしに用いられる傾向が強く、さ
らには「gy ‘ergur-‘ei（その顔に）」「gy na‘i-‘ei（その歳に）」のような、「-ryr hago（～
をして）」の代わりに「-‘ei（～に）」がきている形で慣用的に使われる。 
 次に、「handa（する形）」で現れた例を見ると、前述の「hai-gajigo（する.CVB-持つ. CVB）」
への置き換えが自然である（29）のようなものの他、複数の事柄を並立的に繋いでいる（30）
のようなものが見受けられる。 
 
（29）  gy   nacjjag-‘yr ha-go na-hantei-ro sijib‘yr‘o-ndam. bbenbbenha-gei. 
その 顔-ACC    する-CVB 私-DAT-ALL 嫁に来る-MOD. ずうずうしい-ADLZ. 
 
 “そんな顔をして私のところ嫁に来るなんて。ずうずうしい。”〔AE000110〕 
（30）  gi-n       baigbar-‘yr ha-go ‘ie‘ui-n ‘ergur-‘ei sisen-‘i 
長い-ATTR  白髪-ACC する-CVB 痩せ衰える-ATTR 顔-PARAL 視線-NOM 
 
 ‘anjengdoi-‘e‘iss-ji‘anh-‘yn no‘in han mieng-‘yr songaragjirhai-ss-da. 
安定する-CONT-NEG-ATTR 年寄り 一.ATTR 名-ACC 指差しする-PST-IND 
 
 “長い白髪をして痩せ衰えた顔に、視線が安定していない年寄り一人を指差し
た。”〔D97_B046〕 
 
例（30）の場合は、「hago ‘issgo（していて）」や「hago ‘iss‘ymie（していて）」で表す
と不自然であると判断される。よく見ると、連体修飾節の被修飾名詞が主体で、「hada」
は連体修飾節の一部として実現されていることがわかる。今の段階では詳しいことはいえ
ないが、連体修飾節内における事柄の並立といった構文的な特徴が「hada」の形態的なふ
るまいに関与している可能性が考えられる。 
インターネットの例では「hada」の言い切りの形である「handa」が使われている以下の
ような例も見出された。この例では主語が非指示的であり、一般的なことを表している。 
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（31）  sucei-‘yi san-‘yn murgier-i hyrr-e ga-nyn ges-goa gat-‘yn 
水体-POSS 山-TOP 波-NOM 流れる-CVB いく-ATTR.PRS こと-COM 同じだ-ATTR 
 
 mosyb-‘yr ha-n-da. 
姿-ACC   する-PRS-IND 
 
 “水体の山は波が流れていくのと同じ姿をする。” 
上記の〈内在的属性〉の場合、言い切りの形の過去形で現れた例は見つからなかったが、
インターネット（http://web.search.naver.com）の検索で確認してみると、言い切りの過去形
「haissda」をとっている例も見出される。 
 
（32）  ‘iong‘yija-nyn 30dai jungban 50dai coban-‘yro 170~175cm ki-‘ei genjangha-n 
容疑者-TOP 30 代 半ば 50 代 前半-INST 170~175CM 背-PARAL 壮健だ-ATTR 
 
 ceigieg-‘yr hai-ss-da. 
体格-ACC する-PST-IND 
 
 “容疑者は 30 代半ば～50 代前半で 170∼175cm の背に壮健な体格をした。” 
（33）  nargai darri-n ‘ieseng hog‘yn ‘ergur-man ‘iesen-‘in sai-‘yi 
翼 付く-ATTR.PRS 女性 または 顔-だけ 女性-COP.ATTR 鳥-POSS 
 
 mosyb-‘yr hai-ss-da. 
姿-ACC   する-PST-IND 
 
 “翼の付いた女性もしくは顔だけ女性である鳥の姿をした。” 
（34）  ‘ui-jjog-‘yi ‘iang moseri-ryr gir‘i 44cm jengdo jar-a nai-n 
上-方-POSS 両 角-ACC 長 44CM 程度 切る-CVB 出す-ATTR.PST 
 
 gui-jeb-‘i     mo‘iang-‘yr  hai-ss-da. 
耳-折る-NMLZ 模様-ACC    する-PST-IND 
 
 “上側の両角を長さ 44 cm ぐらい切り取った端折りの模様をした。” 
内省からもこれらの文に対する不自然さは感じられない。叙述形において言い切りの過去
形が使えるということは日本語と大きく異なる側面でる。ただし、このような現象は、属
性を表す「hada」構文の特徴というより、静的事象の表現にも過去形が使われる場合があ
るという韓国語の動詞過去形の特徴に因る。19 
次に、連体修飾においては、コーパスの例を見る限りでは現れたすべての例は han（し
た形）をとっている。 
（35）  gy dabang-‘yi sypike-nyn nabar   mo‘iang-‘yr  ha-n 
その カフェ-POSS スピーカー-TOP ラッパ  模様-ACC    する-ATTR.PST 
 
 hoagsenggi-‘i-rdyssip-‘ess-da. 〔D96AA114〕 
拡声器-COP-INFER-PST-IND  
 
 “そのカフェのスピーカーはラッパの形をした拡声器であるようだった。” 
ところが、インターネットの検索例においては、「hago ‘issnyn（している形）」や、稀で
はあるが「hanyn（する形）」の例も使われている。これらはすべて「han（した形）」に言
                                                   
19 状態を表しうる韓国語の過去形の性質については伊藤英人（1990）を参考。 
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い換えられる。（36）の「hago ‘issnyn（している形）」の自然さについては疑う余地はない
が、「hanyn（する形）」の場合は母語話者の間でも許容度の違いがある。 
 
（36）  ‘eri-n ‘a‘i-‘yi    mosyb-‘yr  ha-go‘iss-nyn nargai darri-n 
幼い-ATTR 子供-POSS  姿-ACC     する-CONT-ATTR.PRS 翼 付く-ATTR.PST 
 
 ‘amory-nyn nugu-ryr modeir-ro hai-ss-‘yrgga? 
アモール-TOP 誰-ACC モデル-INST する-PST-INFER.Q 
 
 “幼い子供の姿をしている翼の付いたアモールは誰をモデルにしたのだろうか” 
（37）  gagymaha-miense dunggyre-n  hiengtai-ryr ha-nyn dunggy-n kuirty 
小さい-CVB 丸い-ATTR   形態-ACC  する-ATTR.PRS 丸い-ATTR キルト 
 
 gabang-‘yn mug-‘e‘iss-nyn sirky-ryr ‘uenha-nyn saigsang-‘yro 
カバン-TOP 廃れる-CONT-ATTR シルク-ACC 欲しい-ATTR.PRS 色-INST 
 
 ‘iemsaigha-n hu… 
染める-ATTR.PST 後 
 
 “小さくて丸い形をする丸いキルトカバンは廃れたシルクを欲しい色で染めた後” 
（38）  ‘aigsan-‘yi ‘u‘iu-robute jeijodoi-nyn ‘iujeipum-‘ei-nyn ‘ioguruty-‘oa 
液状-POSS 牛乳-ABL 製造される-ATTR.PRS 乳製品-LOC-TOP ヨーグルト-COM 
 
 gat-‘i ‘u‘iu-ryr sanseng ‘ynggomur-‘yr mandyr-‘e jemdo-ryr gaj-gei 
同じだ-ADLZ 牛乳-ACC 酸性 凝固物-ACC 作る-CVB 粘度-ACC 持つ-ADLZ 
 
 ha-n ges-‘ina cijy-cerem dandanha-n gocei-‘yi  hiengtai-ryr 
する-ATTR.PST もの-PARAL チーズ-のような 固い-ATTR 固体-POSS 形態-ACC 
 
 ha-nyn ges-do ‘iss-da. 
する-ATTR.PRS もの-も ある-IND 
 
 “液状の牛乳から製造される乳製品には、ヨーグルトのように牛乳を酸性凝固物に
して粘度を持つようにしたものやチーズのような硬い固体の形をするものもある” 
上記のインターネット検索の例は、出版された図書の中に現れた文であるが、（37）（38）
については 3 人の韓国語母語話者に確認してみたところ、3 人とも不自然であるという。
が、これらの例をよく見ると、両方とも「-ryr hada」の主体が非指示的であり、さらに製
造される過程を説明している文である。ということから、ある模様ができあがっていく変
化の過程に焦点を当てるために、敢えて「hanyn（する形）」を用いていると解釈される。
いずれにせよ〈内在的属性〉を表す場合に「hanyn（する形）」を用いるのは一般的である
とはいい難い。 
 
4.3. 状態 
〈状態〉として分類される「する」と「hada」の例を見ると、概ね《物理的な変化》、《格
好》のように大別しうる。以下の各節ではそれぞれのタイプについて取り上げる。 
 
表 9.「NP をする」と「NP-ryr hada」の状態構文 
 状態 
計 
物理的変化 格好 
NP をする 24 例(16.3%) 31 例(21.1%) 55 例(37.4%) 
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NP-ryr hada 16 例(14.3%) 57 例(50.9%) 73 例(65.2%) 
 
4.3.1. 物理的変化を表すタイプ 
本節で取り上げる状態のタイプは、「NP をする」と「NP-ryr hada」における NP が一時
的な変化、特に身体に関わる物理的な変化の結果生じた事柄を表すという特徴を持つ。こ
れらを暫定的に《物理的変化》と呼ぶことにする。 
対格名詞として現れた語彙に注目すると、日本語の場合は「顔、目」の 2 種類であり、
韓国語の場合は「‘ergur（顔）、nun（目）、mom（体）」の 3 種類である。 
 
（39） 彼女は泣き腫らした赤い眼をしていた。〔OB3X_00154〕 
 
（40）  gy    mom-‘yr hai-gaji-go ‘edi-r ssodani-no? 〔BEXX0017〕 
その   体-ACC する.CVB-持つ-CVB どこ-ACC うろつく-Q  
 
 “そんな体をしてどこをうろついてるの？” 
（41）  ‘onyr-do dainaj-bute burkaha-n  ‘ergur-‘yr ha-n ‘ynjeng 
今日-も 真昼-ABL 赤い-ATTR  顔-ACC する-ATTR.PST ウンジョン（人名） 
 
 ‘abba-ga du ben-ssig‘ina gagei-ro cer‘uen-nei-ryr caja‘o-a 
父-NOM 二.ATTR 度-EMPH 店-ALL チョルウォン（人名）-家-ACC 訪ねる-CVB 
 
 ‘oisang sur-‘yr cenghai-ss-de-ngeda. 〔BEXX0018〕 
掛売り お酒-ACC 求める-PST-REC-MOD.IND  
 
 “今日も真昼から赤い顔をしたウンジョンのお父さんが二回も店にチョルウォン
を訪ねてきて掛売りのお酒を求めたのだ。” 
対格名詞句の連体修飾要素には、「する」構文と「hada」構文の両方において、色を表す
性状形容詞が極めて多い。日本語は「蒼白な、赤い、青い」などの語彙が挙げられ、韓国
語「hada」は「cangbaighan（蒼白な）、burkahan（赤い）、sibbergen（真っ赤な）」などが目
立つ。連体修飾要素が動詞である例は、日本語では「白く醒めた顔、ふくれた顔」の 2 例、
韓国語では「bu‘yn（晴れた）、sanggidoin（上気した）、sibbergehgei hyngbundoin（赤く興奮
した）、ha‘iahgei barain（白く醒めた）」の 4 例が現れている。 
 
（42）  gy nacse-n ‘ie‘in-‘yn nai-ga jagi-‘yi cima-ryr 
その 見知らない-ATTR 女-TOP 私-NOM 自分-POSS スカート-ACC 
 
 jab-‘ass-danyn sasir-do jar mory-go ‘ur-‘ese tungtung 
掴む-PST-QUOT.ATTR 事実-も よく 知らない-CVB 泣く-CVB ぶくぶく 
 
 bu-‘yn          nun-‘yr ha-gonyn jejjog-‘yro dor-‘a ga-ss-da. 
腫れる-ATTR.PST 眼-ACC する-CVB.PRF あちら-ALL 回る-CVB 行く-PST-IND 
 
 “その見知らぬ女は私が自分のスカートを掴んだことも気づかず泣いてぶくぶく
腫れた眼をしては向こう側へ回って行った。”〔BEXX0026〕 
動詞の形を見ると、まず、叙述用法においては、「する」の場合は「して形」をとり、「hada」
の場合は「hago（して）」形をとって同時性を表す例が最も多い。叙述用法の例の中、日本
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語は 62%が「して」で現れ、韓国語は 80%が「hago（して）」で現れている。さらに、日
本語では、「土気色の顔をしたまま」といった例も現れたが、これは〈内在的属性〉の場合
には使えないといえよう。 
（43） 部屋で横になっていると、妻が青い顔をして入って来て、…〔OB2X_00194〕 
 
（44）  ‘emeni-ga sibbergeh-gei hyngbundoi-n     mosyb-‘yr ha-go noky-do 
母-NOM 真っ赤だ-ADLZ 興奮する-ATTR.PST 姿-ACC  する-CVB ノック-も 
 
 ‘ebs-‘i giosir-ro dyr‘idagci-ess-da. 〔CE000079〕 
ない-ADLZ 教室-ALL 入り込む-PST-IND  
 
 “母が真っ赤に高ぶった姿をしてノックもなしに教室に入り込んだ。” 
次に、連体修飾に関しては、上で挙げた（36）（37）を含め、「する」は 3 例、「hada」は
5 例現れているが、両方ともすべて単純過去形「した」、「han（した）」をとっている。 
《物理的変化》タイプの使用頻度を見ると、日本語の「する」の場合は 16.3%を示して
いる一方、韓国語の「hada」の場合は 14.3%であり、日本語と韓国語の間にそれほど大き
な違いは見られない。ところが、次節で取り上げる《格好》タイプでは、韓国語の方が極
めて高い使用率を示す（表 9）。 
 
4.3.2. 格好を表すタイプ 
〈状態〉の中には、前節で述べた物理的な変化の結果を表すタイプの他、服装や髪型な
どを表すタイプがある。前者の場合は、意志性に関わらない自発的な作用の結果であり、
「*青白い顔をしろ」「*赤い眼をしよう」など、命令形や勧誘形などで表すことはできない。   
一方、服装や髪型に関わる《格好》タイプの場合は、文脈にもよるが、「しろ、したが
る、しよう、しない」のような、命令、願望、勧誘、否定にできるなど、動詞のふるまい
において区別される。 
（45） そんな格好を見て親は、普通の格好をしろ。何だ、その格好は。〔OB2X_00029〕 
 
ちなみに、いわゆる着衣動詞の「する」はここでいう《格好》タイプと異なるというこ
とに注意されたい。例えば「変な服装をして」「こんな格好をして」といった場合は、「変
な服装で」「こんな格好で」への言い換えが可能であるのに対して、「指輪をして」「メガネ
をして」の場合は、「指輪で」「メガネで」のように「～をする」を具格「～で」で言い替
えられないことからも「する」の機能が同じではないことがわかる。 
《格好》タイプにおいて、対格名詞として現れた語彙を見ると、「する」構文の場合は
「格好、服装、スタイル、姿、形、様子、髪、髪形」が現われている。 
 
（46） 振り返ると、看護婦の格好をした中年の女性が立っていた。〔OB5X_00106〕 
 
一方、韓国語においては、「bogjang（服装）、carim（服装）、maimusai（身なり）、meri
（髪）、mosyb（姿）、ggor（姿）、‘ib（口）」の他、「jinhyrgtuseng‘i（泥まみれ）、mainbar
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（裸足）」のような、複合語が多く現れている点が特徴的である。 
 
（47）  gynie-nyn ja-daga banggym ‘ir‘ena darri-e 
彼女-TOP 寝る-CVB.~する途中で ついさっき 起きる.CVB 走る-CVB 
 
 na‘o-n dys jam‘os-baram-‘ei ga‘un-‘yr gerci-go‘iss-‘ess-go 
出てくる-ATTR.PST ように 寝巻き-姿-PARAL ガウン-ACC かける-CONT-PST-CVB 
 
 sirnaihoa-do sin-ji‘anh-‘yn mainbar-‘yr ha-go‘iss-‘ess-da. 〔BEXX0007〕 
上履き-も 履く-NEG-ATTR 裸足-ACC する-CONT-PST-IND  
 
 “彼女は寝てる途中でついさっき起きて飛び出してきたようで、寝巻き姿にガウン
を着ていて、上履きも履かず裸足だった。” 
（48）  bi  maj-‘yn          saingjui-ggor-‘yr ha-gose ‘iegi-‘ei 
雨  降られる-ATTR.PST ネズミ-恰好-ACC する-CVB.PRF ここ-LOC 
 
 ‘ireh-gei ‘anj-‘a‘iss-‘yni ‘usgi-janh-‘a‘io? 〔BEXX0001〕 
このようだ-ADLZ 座る-CONT-CVB 可笑しい-RHET-HON  
 
 “雨に降られたネズミの恰好をしてここにこのように座っているから可笑しいん
です。” 
対格名詞句の連体修飾要素に注目すると、「する」構文では「奇異な、いい、きちんと
した、おかしな」などの性状形容詞が最も多く、それに次いで「ような／そうな／という
／らしい」といった助動詞を伴っている例が高い頻度を示している。 
 
（49） 女のように長い髪をしており、頭には黒い帽子をかぶっている。〔OB2X_00182〕 
（50） 彼はきょうは枯葉色の薄手のスウェード・シャツをはおり、パイプをくわえて、 
男性服飾雑誌の口絵のような恰好をしていた。〔OB1X_00022〕 
 
一方、韓国語の「hada」構文では、「jijebunhan（汚い）、nejerhan（汚らしい）、ggaiggyshan
（清らかな）、marssughan（こざっぱりした）」のような性状形容詞とともに名詞の修飾を
受けているものを含め、「geji-ggor（乞食 -姿）、 reningsiecy-baram（ランニング-姿）、
marddong-meri（馬糞-髪）」のような、修飾語を伴っていない複合名詞が対格名詞として現
れた例が同じぐらいの割合を示す。 
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（51）  gy-nyn ‘iejenhi debsurugha-n meri-ryr ha-go bang han 
彼-TOP 相変わらず もじゃもじゃする-ATTR 髪-ACC する-CVB 部屋 一 
 
 guseg-‘ei noh-‘i-n caigsang ‘ap-‘ei ‘ungkyri-go ‘anj-‘ass-da. 
隅-LOC 置く-PASS-ATTR.PST 机 前-LOC しゃがむ-CVB 座る-PST-IND 
 
 “彼は相変わらずもじゃもじゃの髪をして部屋の片隅に置かれている机の前にし
ゃがみ込んだ。”〔AE000120〕 
（52）  bersse sonnim-‘eigei danghai-ss-nynji pi-tuseng‘i ‘ergur-‘yr ha-go‘iss-‘ess-da. 
既に お客-DAT やられる-PST-のか 血-まみれ 顔-ACC する-CONT-PST-IND 
 
 “既にお客にやられたのか血まみれの顔をしていた。”〔BEXX0020〕 
（53）  nampien-‘yn jinhyrg- tuseng‘i-ryr ha-go san-‘eise nairie‘o-ass-da. 
夫-TOP 泥-まみれ-ACC する-CVB 山-ABL 下りてくる-PST-IND 
 
 “夫は泥まみれで山から下りてきた。” 〔AE000103〕 
 
次に、《格好》タイプにおける「する」と「hada」の活用形に注目すると、「する」の場
合は、まず連体修飾において、被修飾名詞が形式名詞「ところ」であるものや準体助詞「の」
である例は「している形」を取っているが、それを除いた例はすべて「した形」である。 
韓国語においても、連体形では単純過去形「han」が圧倒的に多く使われている。20 例
の中 1 例のみが「hago ‘issnyn（している）」で現れ、残りの 19 例は「han」の形で現れた。
1 例現れた「hago ‘issnyn（している）」の例を以下に挙げる。 
 
（54）  mobsi dangjengha-gei bisjir(-‘yr)ha-n         meri-ryr ha-go‘iss-nyn 
とても 端整だ-ADLZ くしを入れる-ATTR.PST 髪-ACC  する-CONT-ATTR.PRS 
 
 sasibdai coban-‘yi namja-‘i-ndei gy-nyn ‘agga-bute jurgod kedara-n 
四十代 前半-POSS 男-COP-CVB 彼-TOP 先-ABL ずっと 大きい-ATTR 
 
 senggiengcaig-‘yr piercie-noh-go mu‘es-‘inga honja jung‘ergeri-go‘iss-‘ess-da. 
聖書-ACC 開く.CVB-おく-CVB 何-か 独り 呟く-CONT-PST-IND 
 
 “とてもきれいにとかした髪をしている四十代前半の男だが、彼は先からずっと
大きな聖書を開いて何か独りで呟いていた。”〔BEXX0007〕 
 叙述用法においては、日本語では「している形」が約 58%を占めており、それに次いで
「して」が 23%を示している。残りの例は「したがる、しろ、し、させ」などの形をとっ
ている例である。 
 
（55） 女のように長い髪をしており、頭には黒い帽子をかぶっている。〔OB2X_00182〕 
 
一方、韓国語の「hada」構文では、「hago（して）」が 43%で圧倒的に多く、それに次い
で「hago ‘issda（している）」が 20%を占めている。 
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（56）  gy hai gie‘ur geji-ggor-‘yr  ha-go ‘i jib-‘ei caj‘a‘o-n 
その 年 冬 乞食-姿-ACC  する-CVB この 家-LOC 訪ねる-ATTR.PST 
 
 gucen‘i-‘yi mosyb-‘ida. 〔BEXX0003〕 
クチョン（人名）-POSS 姿-COP.IND  
 
 “その年の冬、乞食の格好をしてこの家に訪ねてきたクチョンの姿である。” 
さらに、「haigajigo（してもって）2 例、haissda（した）2 例、hagei doi‘essda（するよう
になった）1 例、hai‘oass‘essda（してきた）1 例」の例が見受けられる。 
 
（57）  jinhongsaig jjarb-‘yn cima-‘ei hyi-n byrra‘usy-ryr ‘ip-‘ess-go 
濃紅色 短い-ATTR スカート-LOC 白い-ATTR ブラウス-ACC 着る-PST-CVB 
 
 danbarmeri-ryr   ha-iss-da 〔BEXX0009〕 
おかっぱ頭-ACC する-PST-IND  
 
 “濃紅色の短いスカートに白いブラウスを着ていて、おかっぱ頭をしていた。” 
厳密に言うと、上記の「髪型」類は、通常、一時的な場面に限らない点では場面レベル
(stage-level)の〈状態〉よりも〈内在的な属性〉に近いと見なしうる。ところが、意志によ
って変えることが可能であって、願望や使役等の形をとるといった動詞の振る舞いを考慮
すると、〈内在的な属性〉よりも本節の《格好》タイプに類似した側面を持つ。このような
現象は属性と状態の連続性に因るものと考えられる。 
 
4.4. まとめ 
 4.1 節～4.3 節では、日本語の「する」と韓国語の「hada」が属性や状態を表す場合につ
いて考察を行った。以下にその結果をまとめる。 
 第一に、「する」と「hada」は両方とも、先行研究の指摘の通り、対格名詞の語彙として
身体部分や身体に関わる事柄を表す語彙をとっている例が極めて多く、抽象的な概念を表
す語彙は視覚的に確認できるような事柄を表すものがほとんどであるといえる。ただし、
身体部分もしくはそれに準じる分離不可能な関係にあるという条件さえ満たせば、「する」
や「hada」で表せるかというと、必ずしもそうとは限らず、日本語と韓国語いずれも個々
の語彙による自然さや許容度に違いが見られる。 
 第二に、「する」と「hada」が〈内在的属性〉を表すかそれとも〈状態〉を表すかによっ
て、それぞれにおける動詞の実現形に違いが見られる。 
まず、〈内在的属性〉に関してまとめると、叙述用法と連体修飾用法の割合に関しては、
日本語と韓国語、両方とも叙述用法の使用が連体修飾用法の 2 倍ぐらいを示している点で
類似している。「する」が連体修飾の機能を果たす場合は、いわゆる「外の関係」を成して
「している形」をとっている例を除けば、ほとんど「した形」で表されている。他方、叙
述用法の場合は、「している形」が 92%を示しているものの、「する形」がテ形で使われて
いる例も僅かながら見受けられる。ただし、「する形」の使用は「慣用的表現」など非常に
限られた状況であるということがわかった。 
次に、韓国語の「hada」に目を向けると、連体修飾においてはすべて過去形「han」が使
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われている。叙述用法の場合は、「hago ‘issda（している）形」が目立つものの、その他
「hai-gajigo（する-持つ.CVB）」や「hago（して）」で現れている例も少なからず見出され
る。「する」は文末動詞として現れた例が明らかに多い一方、「hada」は副詞節など接続の
機能を果たしている例が比較的多いといえる。さらに、日本語と韓国語の対照的な点は、
韓国語では叙述用法においても過去形「haissda」が使えるということであるが、これは〈内
在的属性〉に限らず静的事象をも過去形「haissda」で表しうるといった韓国語の動詞過去
形の性質に因る。 
 第三に、〈状態〉は、身体に関わる物理的な変化の結果を表す《物理的な変化》タイプと、
服装や髪型などを表す《格好》タイプに大別される。前者の《物理的な変化》タイプの使
用頻度を見ると、〈内在的属性〉と同様、日本語の「する」に比べ韓国語の「hada」の使用
率は明らかに少ない。一方、《格好》タイプでは、逆に韓国語の方が極めて高い使用頻度を
示すという点が注目される。 
《物理的な変化》における動詞の実現形に注目すると、叙述用法において「する」と「hada」
いずれも「して」、「hago（して）」の形をとって同時性を表す例が過半数を占めている。こ
れは、前述の〈内在的属性〉と大きく異なる側面である。両言語とも連体修飾においては
単純過去形で表されるのが一般的である。 
次に、《格好》タイプにおいては、「する」の場合は、「している形」が過半数を占めて
おり、それに次いで「して」で現れた例が目立つ。一方、「hada」の場合は、「hago（して）」
で用いられた例が「hago ‘issda（している）」の場合の 2 倍を超えて圧倒的な使用率を示す。  
韓国語の《格好》タイプは、対格名詞として複合語が非常に多く用いられているというこ
とも特徴的である。 
〈状態〉を表す際の連体修飾としての使用は、日本語の「する」に比べ、韓国語の「hada」
の方が比較的高い傾向がある。叙述用法では、「する」と「hada」両方とも副詞節や従属節
など接続の機能を果たしている例が 70%前後を示している点が注目に値する。 
 
5. おわりに 
 本稿では、属性を表す「する」について対格名詞が連体修飾を義務的に持ち、動詞のテ
ンス・アスペクトに制限があるという従来の指摘を確認した上、さらに状態を表す「する」
と「hada」を含め、実際に現れた構文に基づきながらそれぞれの場合の形態・統語的な特
徴を具体的に示した。さらに、対照的な観点から日本語と韓国語の間に見られる使用傾向
の違いについて新たな考察を加えた。ただし、本研究は文学ジャンルといった限られた言
語資料に関する考察であるため、今後実際の会話における使用を含め、それぞれの構文の
特徴をさらに深めていくことが必要である。 
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略語一覧 
ABL  ablative 奪格 MOD modality モダリティ 
ACC accusative 対格 NEG negative 否定 
ADLZ adverbializer 副詞化 NOM nominative 主格 
ADJLZ adjectivalizer 形容詞化 PARAL parallel 並列 
ALL allative 向格 PASS passive 受身 
ANT anterior 先行 PL plural 複数 
ATTR attributive 連体形 POSS possessive 所有格 
COM comitative 共挌 PRF perfect 完了 
COP copula コピュラ PRS present 現在 
CVB converb   副動詞 Q question particle 疑問 
DAT dative 与格 QUOT quotative 引用 
EMPH emphatic 強調 REC recollection 回想 
FUT future 未来 RHET rhetorical 反語的 
HON honorific  敬称 SFP sentence final particle 終助詞 
IMPSS impossibility 不可能 SIM simultaneous 同時 
IND indicative 直説法 TOP topic 主題 
INFER inferential 推量 VOL volitional 意志 
INST instrumental 具格 -  形態素境界 
LOC locative 位格    
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ABSTRACT 
 
   Inalienable property such as “blue-eyed” in “a blue-eyed girl” in English can be 
expressed by the verb “suru” in Japanese and “hada” in Korean which correspond to English 
“do”. 
This paper will discuss the semantic and syntactic characteristics of “Property 
Predication” and “State Predication” which are expressed by the Japanese verb “suru” and its 
Korean correspondent “hada”. 
Mainly the grammatical features of the verb “suru” and “hada” and the lexical features 
of the noun phrases which appear as an object of the verb will be described concretely on the 
corpus-based analysis. Furthermore, a new consideration about the tendency of usage observed 
between Japanese and Korean from a contrastive viewpoint is added.  
 
